
２１世紀国際交流会総会

地球温暖化と地球温暖化と
洞爺湖サミット洞爺湖サミット

増田善信（元気象研究所研究室長・理博）

日時：２００８．７．１９、１４：０
場所：中央区産業会館



ＩＰＣＣ（２００７）の結論

• ①地球温暖化は疑う余地がない
• ②産業革命以後の温室効果ガスの濃度
の急上昇はほぼ人為的なものである

• ③気候変動の速さと規模によっては、非
可逆的現象が引き起こされる危険があ
る

• 地球温暖化防止は人類的課題



洞爺湖サミットと日本の責任

• 京都議定書の完全実
施

• 中期目標（２０２０年ま
でに９０年比で２５～４
０％削減）を決定

• 長期目標（２０５０年ま
でに５０～８０％の削
減）を提案

• 中国、インドなど発展
途上国の参加の条件



期待裏切った洞爺湖サミット

• ①温暖化防止、食糧問題の解決、投機マネーの規
制ー何一つ解決策示せず

• ② ２０５０年までに世界全体の排出量の少なくとも５
０％を達成する目標というビジョンを、国連気候変動
枠組条約（ＵＮＦＣＣＣ）のすべての締結国と共有し、
この目標をＵＮＦＣＣＣの下での交渉で検討、採択

• ③先進主要国と途上主要国が行うことは差がある。
自らの指導的役割を認識し、各国の事情の違いを
考慮に入れ、野心的な中期の国別総量目標を実施

• ④「セクター別アプローチ」は、各国の削減目標を達
成する上で有効

• ⑤ＩＰＣＣ（２００７）に答えられず



温室効果とは？



温暖化は疑う余地がない

「気象庁ホームページ」より



異常高温は増え、異常低温は減る
異常多雨と異常小雨が共存



最近の温暖化は人為的な原因
過去１５０年の気温変化の再現実験

自然起源 人為起源

自然起源と人為起源



大陸毎、及び世界規模の気温変化の再現実験

「気象庁ホームページ」より



２１世紀末までの地上平均気温と海面水位の上昇予測

「気象庁ホームページ」より



降水量は極地方で増え、
亜熱帯では減る

「気象庁ホームページ」より



２１世紀末には真夏日は３倍
豪雨日数も激増



部門別ＣＯ２排出量と超大口工場

気候ネットワークの調査
１９年版『環境白書』より



どんな省エネが考えられるか

• 直接排出部門での省
エネ

• ①石炭火力を減らす
• ②コンバインドサイクルの
導入

• ③コージェネの利用
• ④ハイブリッドカーの普及
⑤自然エネルギーの利用

原発利用は是か非か

• 最終需要部門での省
エネ

①省エネ機器に買い換え

②車を控え、自転車の利用

③待機電力を減らす

④２４時間営業のコンビニな
どの時間規制



環境問題を考える視点

①４７億年もかかって作り上げてきた地球を僅か１００
年で台なしにしようとしている

②環境を壊すものは微量な物質で、五感では感知で
きない。感知できたときは手遅れである

③しかし、これらの物質はすべて人為的に作られたも
のであるから必ず防げる

④環境破壊を防ぐ基本は「発生源で止める」ことであ
る

⑤一つの環境破壊を防いでも、別の新しい環境問題
が起こる可能性がある。別の環境破壊を起こさ
ない方法を考える必要がある



環境破壊の仕組みと持続可能な社会

• そもそも人間は自然から物を取り、加工、製造、利用し、そ
れぞれの過程で生じた廃棄物を自然に戻すという方法で生
きている。一方、自然には再生能力と浄化能力がある。自然
の再生能力以上に「略奪的」に物を取り、浄化能力を超えて
「集中豪雨的」に廃棄物を捨てると、環境破壊が起こるので
ある。

• 従って、環境破壊を防ぐ基本は、物を取るにしても、廃棄物
を捨てるにしても、再生能力と浄化能力の範囲内に「規制」
することである。すなわち、「発生源で規制」すれば、環境破
壊は防げるのである。

• 持続可能な社会とは、この自然の再生能力と浄化能力の範
囲で生活する社会、すなわち、ルールある「規制」の社会で
ある。



年ごとの日射量・発電量及び発電効率
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増田邸太陽光発電システム１３年間の実績
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増田邸太陽光発電システム１３年間の実績
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自然エネルギーの活用
と持続可能な社会

• 戦争のない平和な社会
• 再生能力、浄化能力の範囲内で生
活が営まれる社会

• 具体的には法律・条約で規制される
「ルールある社会」

それを阻むもの

わが亡き後に、洪水よ来たれ

「後は野となれ山となれ」の

資本主義的生産様式
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